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平
成
17
年
上
島
町
議
会
第
３
回
定
例
会

が
９
月
28
日
に
招
集
さ
れ
、「
専
決
処
分

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
な
ど
37
議
案

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
本
会
議
は
、
は
じ
め
に
上
村

町
長
か
ら
諸
般
の
行
政
報
告
が
あ
り
、
一

般
質
問
の
後
、
37
議
案
が
審
議
さ
れ
第
３

回
定
例
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
上
村
町
長
の
諸
般
の
行
政
報
告

及
び
各
議
案
の
主
な
内
容
、
議
決
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

先
日
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
き
ま
し

て
は
、「
絶
対
安
定
多
数
」
と
い
う
自
民

与
党
の
歴
史
的
大
勝
と
な
り
、
政
治
的
安

定
感
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
良
い
結
果

で
あ
っ
た
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

上
島
町
の
投
票
率
は
愛
媛
２
区
に
お
い

て
第
１
位
で
あ
り
、
町
民
の
政
治
に
対
す

る
関
心
と
熱
意
の
大
き
さ
を
、
県
や
国
に

対
し
て
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、

町
政
を
預
か
る
者
と
し
て
力
強
い
支
え
と

な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

町
民
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

議会の
うごき

上
島
町
議
会

平
成
17
年

第
3
回
定
例
会

す
。今

回
の
選
挙
は
今
ま
で
と
は
逆
に
、
都

市
部
の
票
が
勝
利
の
原
動
力
に
な
っ
た
と

い
う
点
で
、
今
後
は
地
方
町
村
の
自
治
運

営
に
お
い
て
、
後
ろ
向
き
の
国
策
と
な
ら

ぬ
よ
う
地
方
切
り
捨
て
の
時
代
と
後
世
に

い
わ
れ
ぬ
よ
う
、
国
に
お
き
ま
し
て
は
弱

い
者
へ
の
配
慮
を
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
上
島
町
に
お
い
て
も
、
今
以

上
に
町
民
と
理
事
者
、
そ
し
て
議
会
が
一

致
団
結
し
、
協
力
し
助
け
合
い
な
が
ら
、

地
域
に
お
け
る
行
政
を
住
民
相
互
の
協
働

に
基
づ
き
、
自
主
的
か
つ
総
合
的
に
実
施

す
る
役
割
を
広
く
担
う
と
共
に
、
こ
れ
に

伴
う
責
任
を
果
た
し
、
県
や
国
に
対
し
て

堂
々
と
意
見
が
言
え
る
体
制
を
作
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

私
自
身
も
「
政
治
家
は
一
灯
の
蝋
燭
た

れ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
我
が

身
を
削
っ
て
で
も
周
り
を
明
る
く
照
ら
し
、

温
か
み
を
与
え
ら
れ
る
そ
ん
な
人
間
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
７
月
28
日
の
「
知
事
陳
情
」
に

お
き
ま
し
て
は
、「
上
島
架
橋
の
実
現
」

「
県
立
弓
削
高
等
学
校
の
存
続
」「
弓
削
商

船
高
等
専
門
学
校
へ
の
支
援
」「
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
『
海
光
園
』
の
建
て
替
え
」

「
本
土
へ
の
架
橋
実
現
」「
立
石
港
整
備
の

推
進
」「
産
業
振
興
の
た
め
の
支
援
」「
離

島
航
路
の
充
実
」
に
つ
い
て
の
陳
情
を
行

い
、
全
て
の
項
目
に
お
い
て
前
向
き
な
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、「
産
業
振
興
の
た
め
の
支

援
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
定
例
議
会

や
全
員
協
議
会
で
も
説
明
を
重
ね
た
、「
上

島
町
造
船
振
興
計
画
」
の
申
請
を
行
い
、

県
か
ら
も
「
関
係
機
関
の
合
意
が
得
ら
れ

れ
ば
、
す
み
や
か
に
免
許
し
て
ゆ
き
た
い
」

と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関
係
機

関
の
内
、
岩
城
生
名
漁
業
協
同
組
合
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
９
月
３
日
に
臨
時
総
会

を
開
催
し
、
計
画
内
容
の
同
意
と
全
面
的

な
協
力
を
表
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
対
し
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。知

事
陳
情
の
翌
日
に
は
、
加
戸
知
事
が

直
接
上
島
町
に
来
町
さ
れ
、
各
地
域
の
代

表
20
名
と
の
意
見
交
換
会
「
こ
ん
に
ち

は
！
知
事
で
す
」
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
や
質
問
に
対
し
て
は
そ
の
場
で
知

事
が
答
弁
さ
れ
、
後
に
文
書
で
も
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
傍
聴
者
と
し
て

参
加
い
た
し
ま
し
た
が
、
傍
聴
者
や
一
般

県
民
に
対
し
て
も
「
知
事
へ
の
提
言
ポ
ス

ト
」
に
よ
る
質
問
や
意
見
を
受
け
付
け
て

お
り
、
知
事
の
地
方
に
目
の
行
き
届
い
た

温
か
い
政
治
姿
勢
に
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

８
月
２
日
に
は
、
新
し
い
消
防
庁
舎
の

位
置
を
審
議
し
て
い
た
だ
い
た
「
消
防
庁

舎
建
設
検
討
委
員
会
」
を
代
表
し
、
小
澤

委
員
長
か
ら
答
申
書
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。こ

の
検
討
委
員
会
は
議
会
・
消
防
・
各

種
団
体
代
表
及
び
町
民
公
募
に
よ
る
計
14

名
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
、
各
地
域
の
候

補
地
を
様
々
な
角
度
か
ら
精
査
し
、
現
地

調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

答
申
書
の
内
容
は
、
前
回
の
全
員
協
議

会
で
報
告
し
た
よ
う
に
、
弓
削
港
湾
区
域

内
が
建
設
場
所
と
し
て
最
適
地
で
あ
る
と

の
結
果
で
し
た
。
私
は
こ
の
答
申
書
を
重

く
受
け
止
め
、
今
後
議
会
と
も
協
議
の
上

最
終
決
定
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ク
ー
ル
ビ
ズ
と
い
う
言
葉
に
、
や
っ
と

慣
れ
て
き
た
と
思
え
ば
、
テ
レ
ビ
か
ら
は

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
と
い
う
新
た
な
言
葉
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。
民
間
の
動
き
は
早
く
、

半
年
先
若
し
く
は
１
年
先
の
戦
略
を
打
ち

出
し
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
広
く
知
ら
し
め

て
い
ま
す
。

上
島
町
に
お
い
て
も
「
上
島
町
総
合
計

画
」
を
代
表
と
す
る
５
年
先
、
10
年
先
の

計
画
を
幾
つ
も
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
合

併
し
て
１
年
が
経
過
し
た
こ
と
も
あ
り
、

来
年
度
予
算
は
、
旧
町
村
の
寄
せ
集
め
予

算
で
は
な
く
「
上
島
町
」
に
ふ
さ
わ
し
い

予
算
編
成
を
早
く
か
ら
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
も
、
事
務
事
業
の

一
元
化
に
つ
い
て
は
町
村
合
併
時
に
調
整

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
項
目
が
１
０
０
０

余
り
も
有
り
、
合
併
後
に
改
め
て
調
整
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
特
に
団
体
補
助
金
に

つ
き
ま
し
て
は
、
法
律
や
条
例
に
基
づ
く

義
務
的
な
支
出
以
外
は
「
任
意
的
補
助
金
」

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
や
既
得
権

化
し
て
お
り
、
町
民
の
新
た
な
や
る
気
の

創
出
を
阻
害
し
て
い
る
為
、
こ
の
団
体
補

助
金
の
調
整
は
来
年
度
予
算
に
お
け
る
重

要
課
題
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
町
財
政
は
基
金
を
取
り
崩
し
て

凌
い
で
い
る
状
況
で
あ
り
、
平
成
15
年
度

末
に
は
４
２
億
８
０
０
０
万
あ
っ
た
基
金

が
、
平
成
16
年
度
末
に
は
残
額
３
９
億
１

上
村
町
長

諸
般
の
行
政
報
告
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３
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
平

成
17
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
も
、
９
月

補
正
後
の
段
階
で
１
１
億
７
５
０
０
万
円

の
取
り
崩
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

財
源
不
足
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
の
財

政
難
で
交
付
税
、
補
助
金
が
大
幅
減
額
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
上
島
町

に
対
す
る
国
か
ら
の
普
通
交
付
税
は
平
成

15
年
度
に
３
０
億
４
１
０
０
万
円
で
し
た

が
、
16
年
度
は
２
８
億
４
３
０
０
万
円
に

減
少
し
て
い
ま
す
。

基
金
が
多
い
と
思
わ
れ
る
人
も
い
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
借
金
で
あ
る
起
債
残

高
は
平
成
16
年
度
末
に
お
い
て
８
９
億
７

５
０
０
万
円
あ
り
、
こ
の
償
還
金
が
町
の

会
計
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
財
政
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、「
上
島
町
行
政

改
革
推
進
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
民
間

へ
の
業
務
委
託
、
職
員
の
削
減
、
補
助
金

の
全
面
見
直
し
な
ど
、
正
面
か
ら
行
財
政

改
革
に
取
り
組
み
、
健
全
財
政
の
維
持
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

９
月
の
広
報
等
に
お
い
て
お
知
ら
せ
し

て
お
り
ま
す
が
、
上
島
町
の
「
町
花
・
町

木
」
と
し
て
大
地
に
強
く
根
を
張
り
、
年

中
青
々
と
し
て
勢
い
の
あ
る
「
ウ
バ
メ
ガ

シ
」
を
町
木
に
、
幸
せ
を
呼
び
日
本
の
象

徴
と
し
て
美
し
く
咲
き
誇
る
「
桜
」
を
町

花
と
し
て
制
定
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
上
島
町
民
の
皆
様
と
共
に
、
こ
の

町
花
・
町
木
に
負
け
な
い
よ
う
、
島
に
広

く
根
を
張
り
勢
い
よ
く
枝
葉
を
伸
ば
し
、

愛
す
る
人
た
ち
が
「
ふ
る
さ
と

上
島
町
」

に
帰
り
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
た

時
に
は
、
緑
溢
れ
る
島
々
の
満
開
な
る
桜

の
花
で
歓
迎
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て衆

議
院
の
解
散
に
伴
い
、
選
挙
経
費
に

係
る
予
算
を
補
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
が
、

議
会
を
招
集
す
る
暇
が
な
か
っ
た
の
で
専

決
処
分
し
た
も
の
。

●
平
成
17
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
歳
入
】
国
庫
支
出
金
等
　
９
７
０
万
円

【
歳
出
】
総
務
費
　
　
　
　
９
７
０
万
円

―
承
　
　
認
―

■
平
成
16
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
（
19
会
計
）、
上
水
道
事
業
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
（
21
議
案
）

各
会
計
の
決
算
額
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。
一
般
会
計
の
詳
し
い
決
算
状
況
は
、

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

―
認
　
　
定
―

専
決
処
分
議
案

平
成
16
年
度
決
算

各
議
案
の
主
な
内
容

及
び
議
決
結
果

会　　　　　計　　　　　別

平成16年度　会計別決算額

一 般 会 計

上 水 道 事 業 会 計
（ 公 営 企 業 会 計 ）

歳入歳出予算額（円）

特
　
　
　
　
　
別
　
　
　
　
　
会
　
　
　
　
　
計

国 民 健 康 保 険
公 共 用 地 整 備
船 舶
老 人 保 健
住宅新築資金等貸付
健 康 増 進 セ ン タ ー
国 民 宿 舎
ふ 頭 用 地
公 共 下 水 道
Ｃ Ａ Ｔ Ｖ
農 業 集 落 排 水
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス
浄 化 槽
国民健康保険診療所
へ き 地 出 張 診 療 所
簡 易 水 道
特別養護老人ホーム
コミュニティプラント

5,935,700,000
645,400,000

6,000,000
134,500,000
859,300,000

1,400,000
14,100,000
15,200,000
2,700,000

1,300,200,000
58,400,000
55,600,000

360,000,000
50,400,000
99,300,000
33,500,000
4,900,000

21,000,000
346,700,000

17,000,000
112,000,000

歳　　入（円）
4,780,860,913

661,589,932
2,161,549

124,125,080
828,492,211

1,677,660
12,223,896
14,371,113

2,590,135
1,163,426,317

55,037,272
51,021,624

357,265,355
50,455,908
96,473,291
35,773,533

9,041,324
23,011,123

349,608,453
17,651,552

（税込）121,497,001

歳　　出（円）
4,454,302,008

600,779,164
1,316,893

111,028,848
821,433,972

1,291,026
12,050,764
14,078,107

2,586,439
1,141,108,034

49,196,691
50,742,912

337,443,874
40,183,603
95,798,099
28,049,729

3,658,254
17,932,815
90,955,837
16,027,378

（税込）110,665,866

歳入歳出差引額（円）
326,558,905

60,810,768
844,656

13,096,232
7,058,239

386,634
173,132
293,006

3,696
22,318,283
5,840,581

278,712
19,821,481
10,272,305

675,192
7,723,804
5,383,070
5,078,308

258,652,616
1,624,174

10,827,597
（予算額は税込み） （税処理後116,722,074）（税処理後105,894,477） （消費税処理後）



■
上
島
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

保
険
料
の
延
滞
金
に
つ
い
て
、
県
内
市

町
に
合
せ
た
見
直
し
を
し
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

諸
般
の
状
況
に
よ
り
条
例
を
改
正
す
る

必
要
が
生
じ
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

消
防
関
係
法
令
の
改
正
に
よ
り
、
指
定

数
量
未
満
に
危
険
物
及
び
指
定
可
燃
物
等

の
取
り
扱
い
並
び
に
燃
料
電
池
発
電
設
備

が
新
た
に
対
象
火
気
設
備
等
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
条
例
改
正
の
必
要
が

生
じ
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
平
成
17
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
（
５
会
計
）
及
び
上
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
７
議
案
）

●
一
般
会
計
（
第
３
号
）

【
補
正
額
】
４
億
６
４
０
０
万
円

【
総
　
額
】
６
６
億
１
６
７
０
万
円

●
上
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

【
補
正
額
】
７
０
万
円

【
総
　
額
】
２
億
６
２
０
９．

３
万
円

―
可
　
　
決
―

■
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

立
石
港
周
辺
整
備
事
業
に
伴
う
用
地
取

得
の
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
地
方
自
治
法

第
96
条
第
１
項
第
８
号
並
び
に
上
島
町
議

会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の

取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
３
条
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
を
取
得
す
る
も

の
。

【
取
得
す
る
土
地
】

上
島
町
生
名
１
８
８
１
番
地
１

【
地
　
積
】

雑
種
地
２
０
０
１
０．

１
㎡

【
取
得
金
額
】
２
億
４
０
０
万
円

【
取
得
目
的
】

立
石
港
周
辺
整
備
事
業
用
地

【
所
有
者
】

上
島
町
生
名
１
８
８
２
番
地
１

村
上
麟
祥

―
可
　
　
決
―

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
３

議
案
）

●
上
島
町
弓
削
清
掃
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事

【
契
約
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
８
８
９
３．

５
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

高
松
市
寿
町
二
丁
目
４
番
５
号

清
水
建
設
株
式
会
社
四
国
支
店

執
行
役
員
支
店
長
　
岡
崎
雅
好

―
可
　
　
決
―

●
生
名
へ
き
地
教
員
宿
舎
新
築
工
事

【
契
約
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
１
億
３
７
４
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

今
治
市
南
大
門
町
１
丁
目
１
番
地
の
15

四
国
通
建
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
阿
部
健

―
可
　
　
決
―

●
西
部
地
区
処
理
施
設
改
修
工
事

【
契
約
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
７
８
７
５
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

松
山
市
千
舟
町
四
丁
目
４
番
地
３

五
洋
建
設
株
式
会
社
四
国
支
店

常
務
執
行
役
員
支
店
長
　
綾
田
巖

―
可
　
　
決
―

■
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

【
住
所
】
上
島
町
弓
削
佐
島
６
２
１
番
地

【
氏
名
】
冨
田
興
一

【
生
年
月
日
】
昭
和
16
年
９
月
29
日

―
同
　
　
意
―

2005年11月　　6

条
例
改
正
議
案

補
正
予
算
議
案

そ
の
他
議
案

300万円
6,100万円
260万円
8,500万円
1,900万円

6億2,000万円
1,310万円

2億2,930万円
2億0,920万円
4億5,360万円

国民健康保険診療所
（第１号）

●特別会計（５会計）

Ｃ Ａ Ｔ Ｖ
（第２号）

介 護 保 険
（第１号）

船 　 　 舶
（第１号）

特別養護老人ホーム
（第１号）

補正額
総　額
補正額
総　額
補正額
総　額
補正額
総　額
補正額
総　額

岩城分場参観デー ～今が変革の時・切り開け産地の力で～

■日　時　　平成17年11月13日（日）9：00～14：00
■場　所　　果樹試験場岩城分場（上島町岩城　TEL 0897－75－2014）
■内　容　　○研究圃場の公開と果実展示（はれひめ・せとかの栽培法、試験圃場の公開と技術説明）

○普及コーナー（地産地消でローカルマーケットを、果樹産地再生に向けて など）
○ＪＡおちいまばりコーナー（中生温州果実コンクール、省力化実証園・新品種優
良園地・圃場品評会入賞園の紹介、銘柄産地の果実展示と試食）
○その他（営農相談、アトラクション、餅巻き〈12:00～〉、盆栽展、各種バザー など）




